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APIセミナーの進め方

ハレックスのAPIを使うと
気象情報が簡単に利用できることを体験してもらう

①サンプルプログラムの説明
②自分でプログラミングして気象情報を操作

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について



2

APIセミナーの注意事項（１／２）

【持ち物】
●WiFi接続可能なノートPC
※WiFi接続できないとAPIで気象情報が取得できない・・・
※使用ブラウザ：GoogleChrome・Microsoft Edge

Internet Explorerは一部動作しない・・・
※文字コードは「UTF-8」 設定によっては文字化けします

●事前配布したライセンスキー
※忘れた方向け、「WX141-q2JsMeaz」
※セミナー用につき、二次配布や商用利用NG

【注意】本日中に
利用出来なくなります

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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APIセミナーの注意事項（２／２）

【資料ダウンロード】
http://www.wxbc.jp/wp-content/uploads/tmp/api.zip
本プレゼン資料の「1st」フォルダ内にサンプルプログラム等が入っています。

【その他】
●JavaScriptを利用してAPIで取得した
気象情報を操作して頂きます。
●時間の関係から、気象に関わるご質問は
別途個別に打合せをさせて下さい。
※名刺を頂ければ、後日ご連絡させて頂きます

当日用のため、閉鎖

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について

http://www.wxbc.jp/wp-content/uploads/tmp/api.zip


4

ハレックスでは様々な気象サービスを提供しています。
① 過去データ（HalexMemory!）
② ピンポイントでの気象予測（HalexDream!）
③ 気象用Webサイト＋気象条件によるアラートメール（HalexSmile!）

■ハレックスのサービス
サービス 概要

気象

HalexDream!
※特許取得

気象庁から大量かつ高頻度で発行されるデータをオンラインで高速リアルタイム処理することで、利用される
方々によって扱い易いデータに編集し、緯度経度によって取り扱えるように1kmメッシュでデータを管理・処理
するシステム
なお、編集したデータは次の３つの手段によって提供
①DreamAPI

緯度経度でパラメータ指定されジャストポイントの時系列データをレスポンスするサービス
②DreamFiles

緯度経度で指定されたジャストポイントの時系列データをファイルに格納して提供するサービス
③DreamAll

日本全国分の面展開したデータをファイルに格納して提供するサービス

HalexMemory!
過去の気象データをご利用頂くサービス
日本全国1kmメッシュ×1時間間隔で管理したデータをCSVファイルによるオフライン提供やAPIによるサービ
スを実施
※天気、温度、湿度、1時間降水量、風向風速・・・

HalexSmile!
DreamAPIをフル活用した気象データ閲覧Webサイト
地図上で指定した任意地点のデータ閲覧が可能で常時閲覧する地点は固定地点として登録が可能
また条件設定することでアラートメール通知も可能

気象との因果関係（傾向）を確認

気象データを利用した未来予測

すぐに気象を使いたい人向け

ハレックスの主な気象系サービス

今日はコレ！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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HalexDream!APIとは

http://demo.halex.co.jp/wimage/hpd?sid=jpwx-
api&rem=wx&lat=[緯度]&lon=[経度]&key=[アクセスキー]

{
"iniTime": "2019/07/11 16:00:00.000 JST",
"param": {

：
},
"sessionId": "F6DBF666691641A2E62C8BD0D5C9D014",
"systemTime": "2019/07/11 15:34:55.813 JST",
"weatherData": {

"a": {
"dy": {"mgtn": "0","mgtx": "-1","pb24": "60","pb6_3": "50","pb6_4": "60","tn": "19","tx": "23","wd": "5","ws": "2","wt": "300","wtt": "雨"},
"h1-00": {"pr": "0.0","te": "19","wd": "2","ws": "2","wt": "100"},
"h1-01": {"pr": "0.0","te": "19","wd": "2","ws": "2","wt": "100"},
"h1-02": {"pr": "0.0","te": "19","wd": "2","ws": "2","wt": "100"},
：

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について



6

HalexDream!APIのレスポンスであるJSONとは

JSONとはJavaScript Object Notationの略
で、XMLなどと同様のテキストベースのデータフォー
マットです。
その名前の由来の通りJSONはJavaScriptのオ
ブジェクト表記構文のサブセットとなっており、XML
と比べると簡潔に構造化されたデータを記述するこ
とができるため、記述が容易で人間が理解しやすい
データフォーマットです。
※今回のセミナーはJSONPを利用して記述しています

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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資料の説明
編集用プログラムの動作を確認するには、メニューの「カスタマイズページを開く」をクリック

API仕様書 ※重要

セミナーのメニュー画面

編集用プログラム

サンプルプログラム

メニュー画面

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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サンプルプログラムの説明

この緯度経度の
気象情報を取得
※初期値は気象庁

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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サンプルプログラムの説明

「api_key」に配布した
APIキーを設定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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編集用プログラムの説明
セミナーで編集してもらうプログラムです。メモ帳などで開いて編集して下さい。

③-2、③-2-1、③-2-2で
編集するファイル

※右クリして、「メモ帳」で開く

④-1~④-4、⑤-1の
例題で編集するファイル

みんなでやってみよう！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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編集用プログラムの説明
編集用プログラムの動作を確認するには、メニューの「カスタマイズページを開く」をクリック

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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APIセミナー内容
セミナーのメニュー画面の説明

弊社のサイト API説明 ※割愛

APIレスポンスであるJSONについて
※割愛

仕様書の提示 ※割愛

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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APIセミナー内容
セミナーのメニュー画面の説明

APIレスポンス（JSON)を表示
作成したプログラムの答え合わせで利用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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APIセミナー内容
セミナーのメニュー画面の説明

サンプルプログラムの説明

メモ帳

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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APIセミナー内容
セミナーのメニュー画面の説明

サンプルプログラムの説明

メモ帳

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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③-2 本日18時の気温

JavaScript

←ボタン押下イベントで実行

←配布したAPIキーを設定

←気象情報を取得したい地点の緯度経度を設定

←APIリクエストを設定

Ajaxとは、JavaScriptを
効率よく利用するためのフレームワーク

←要素を指定
[a]：当日
[h1-18]：18時
[te]：気温

←変数「output」を表示

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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③-2 本日18時の気温

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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③-2-1 明日の15時の気温

JavaScript

←ボタン押下イベントで実行

←配布したAPIキーを設定

←気象情報を取得したい地点の緯度経度を設定

←APIリクエストを設定

Ajaxとは、JavaScriptを
効率よく利用するためのフレームワーク

←要素を指定
[b]：明日
[h1-15]：15時
[te]：気温

←変数「output」を表示

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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③-2-2 明後日8時の風速

JavaScript

←ボタン押下イベントで実行

←配布したAPIキーを設定

←気象情報を取得したい地点の緯度経度を設定

←APIリクエストを設定

Ajaxとは、JavaScriptを
効率よく利用するためのフレームワーク

←要素を指定
[c]：明後日
[h1-08]：8時
[ws]：風速

←変数「output」を表示

単位に注意！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に料金について
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